
『
土
御
門
院
御
百
首
』

伝

本

考

山

自奇

子

土
土

』
必
刈
E

本
稿
は
土
御
門
院
(
一
一
九
五

1
一
二
三
こ
が
建
保
四
年
(
一
二
二
ハ
)
に
詠
ん
だ
『
土
御
門
院
御
百
首
』
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
伝
本
の
一
覧
を
一
不
し
、
諸
本
の
奥
書
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
甲
乙
の
一
一
系
統
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
形

態
と
本
文
の
異
同
か
ら
述
べ
た
。
更
に
甲
本
系
が
本
来
的
な
姿
を
残
し
良
質
な
本
文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
、
乙
本
系
は
書
写
過
程
で
意
味
不
明
に

な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
土
御
門
天
皇
、
新
院
、
中
院
、
土
御
門
院
、
定
家
、
家
隆
、
伝
本
、
百
首
和
歌

譲
位
し
、

新
院
ま
た
中
院
と
呼
ば
れ
た
。
在
位
中
も
そ
の
後
も
依

は
じ
め
に

然
治
天
の
君
は
後
鳥
羽
院
で
あ
り
、
実
質
的
な
力
を
持
つ
こ
と
は

土
御
門
天
皇
(
一
一
九
五

1
一
二
三
一
)
は
父
後
鳥
羽
天
皇
の

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
土
御
門
院
の
心
遣
は
や
は
り
和
歌
で

譲
位
に
よ
り
四
歳
で
位
に
即
い
た
が
、

十
六
歳
で
弟
順
徳
天
皇
に

あ
っ
た
。
時
代
は
『
新
古
今
和
歌
集
」
成
立
の
白
熱
か
ら
次
第
に

-201一



そ
の
余
波
へ
と
移
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
順
徳
天
皇
の
内
裏
歌
壇
と

後
鳥
羽
院
の
仙
洞
歌
壇
と
が
併
存
し
、
多
く
の
雅
事
が
催
さ
れ
て

い
た
。
土
御
門
院
は
そ
れ
ら
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
が
、
生
涯
に

『
士
御
門
院
御
百
首
』
と
『
土
御
門
院
御
集
』
と
を
残
し
た
。
『
土

御
門
院
御
集
』
は
承
久
の
変
に
よ
る
土
佐
配
流
後
、
す
な
わ
ち
晩

山崎:W土御門院御百首』伝本考

年
に
詠
ま
れ
た
和
歌
を
家
集
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
既
に
い
く

つ
か
の
論
を
発
表
し
考
察
を
加
え
て
い
る
。

『
土
御
門
院
御
百
首
』
は
院
二
十
二
歳
の
建
保
四
年
(

六
)
コ
一
月
に
詠
ま
れ
た
。
こ
の
詠
出
年
次
に
つ
い
て
は
検
証
が
必

要
で
あ
る
が
、
伝
本
の
い
く
つ
か
の
端
作
に
「
建
保
四
年
三
月
日
」

と
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
い
る
。
堀
河
百
首
題
で
詠
ま
れ
て
お
り
、

恐
ら
く
院
の
初
め
て
の
百
首
で
あ
っ
た
ろ
う
。
習
作
と
し
て
成
し

た
こ
の
百
首
を
、
院
は
藤
原
家
隆
に
送
り
批
評
を
乞
う
た
。
家
隆

は
そ
れ
を
暫
く
手
元
に
置
い
て
い
た
が
、
翌
年
四
月
藤
原
定
家
に

送
っ
た
。
そ
の
時
の
書
状
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
を
古
反
古
の
中
か
ら

見
つ
け
た
の
だ
が
良
い
歌
の
よ
う
に
思
う
。
老
い
の
僻
目
か
も
し

れ
な
い
の
で
あ
な
た
に
吟
味
し
て
点
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
。
但

し
主
の
わ
か
ら
ぬ
歌
だ
か
ら
口
外
は
無
用
に
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
家
隆
が
な
ぜ
一
年
間
も
手
元
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い

た
の
か
不
審
で
は
あ
る
が
、
詠
出
年
次
と
書
状
の
内
容
と
に
矛
盾

は加盟…ぃ。

定
家
は
-
詩
り
つ
つ
も
合
点
を
付
し
、
所
々
に
評
詞
を
加
え
て

行
っ
た
が
、
懐
旧
題
の
、

秋
の
色
を
お
く
り
む
か
へ
て
雲
の
う
へ
に
な
れ
に
し
月
も
物

わ
す
れ
す
な

に
至
っ
て
作
者
を
悟
り
驚
く
。
そ
し
て
「
さ
れ
ば
こ
そ
た
だ
事
と

も
覚
え
ず
候
ひ
つ
る
も
の
を
:
:
:
」
と
い
う
裏
書
と
返
歌
、
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あ
か
ぎ
り
し
月
も
さ
こ
そ
は
し
の
ぶ
ら
め
ふ
る
き
涙
も
わ
す

ら
れ
ぬ
世
は

を
記
し
、
家
隆
へ
の
返
事
を
付
け
て
送
り
返
し
た
。
そ
こ
で
、
家

隆
は
自
身
の
感
想
を
認
め
た
文
を
添
え
て
そ
の
百
首
を
院
に
参
ら

せ
た
。
こ
の
時
の
=
一
つ
の
書
状
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

右
の
よ
う
な
経
緯
が
判
明
す
る
の
だ
が
、
こ
の
一
件
は
当
代
の

歌
人
定
家
と
家
隆
が
関
わ
っ
た
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て

人
々
に
受
け
と
ら
れ
た
ら
し
く
、
『
増
鏡
」
「
古
今
著
聞
集
」
に
「
秋

の
色
を
」
「
あ
か
ぎ
り
し
」
両
歌
と
共
に
こ
の
話
が
収
載
さ
れ
、



む
し
ろ
こ
ち
ら
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
土
御
門
院
御
百
首
」
の
活
字
本
と
し
て
は
『
続
群
書
類
従
」
「
列

聖
全
集
」
『
新
編
国
歌
大
観
』
が
あ
る
が
、
詳
細
な
言
及
は
未
だ

な
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
本
百
首
の
伝

No.l 

本
は
八
十
本
近
く
に
及
ぶ
。
伝
本
の
多
さ
は
よ
く
読
ま
れ
た
と
い
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う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
付
随
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
預
か
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
が
、
実
は
三
十
年
近
く
前
に
一
度
伝
本
研
究
を
志

2∞8 

し
た
も
の
の
、
余
り
の
多
さ
に
投
げ
出
し
た
と
い
う
い
わ
く
が
あ

志撃館大学人間関係学部研究紀要

る
。
そ
の
後
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
が

進
み
、
多
大
の
思
恵
に
浴
す
る
う
ち
に
伝
本
報
告
自
体
の
意
義
を

見
失
い
か
け
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
要
領
よ
く
最
善
本
を
見

極
め
れ
ば
済
む
よ
う
な
も
の
だ
が

や
は
り
全
体
の
見
通
し
を
報

告
し
て
お
か
ね
ば
と
い
う
気
持
も
捨
て
難
く
、
思
い
立
っ
た
次
第

で
あ
る
。

一
、
伝
本
一
覧

今
日
ま
で
に
直
接
・
間
接
(
主
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
の

紙
焼
写
真
に
よ
る
)
に
調
査
し
得
た
伝
本
は
写
本
五
十
六
、
刊
本

一
の
計
五
十
七
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
本
は
基
本
的
に
は
同

系
統
で
あ
る
が
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

以
下
、
甲
乙
に
分
け
、
そ
の
中
で
も
更
に
近
い
関
係
の
も
の
同
士

を
ま
と
め
て
掲
げ
る
。
そ
の
他
と
し
た
も
の
に
も
近
縁
関
係
を
指

摘
で
き
る
も
の
が
あ
る
が
簡
潔
を
旨
と
し
て
今
ふ
れ
な
い
。
便
宜

上
伝
本
に
は
①

1
@の
番
号
を
付
し
、
簡
単
な
書
誌
と
奥
書
、
特

徴
を
記
す
。
歌
順
・
歌
番
号
は
①
書
陵
部
蔵
梶
井
宮
本
を
底
本
と

す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』

で
一
不
す
。
伝
本
が
同
一
機
関
に
複
数
本

所
蔵
さ
れ
る
も
の
で
図
書
番
号
が
不
明
な
も
の
は
区
別
の
た
め
A
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B
C
と
し
た
。

[
甲
]

後
小
松
院
震
筆
本
系

①
書
陵
部
蔵
本

(
1
5
1
・
1
8
1
)

梶
井
宮
本
。
外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
/
順
徳
院
御
百
首
」
o

合
綴
本
。
内
題
「
中
院
御
百
首
土
御
門
」
o

奥
童
百
五
本
一
五
右
一

冊
以
後
小
松
院
展
筆
令
ん
本
軍
尤
可
為
証
本
者
也
/
常
臣
殿
征

夷
大
将
軍
御
判
」

0

『
新
一
編
国
歌
大
観
』

の
底
本
で
解
題
(
藤
平

泉
氏
執
筆
)
は
室
町
後
期
の
写
し
と
見
て
い
る
。



②
書
陵
部
蔵
本
(
伏
9
1
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集
附
家
隆
定
家
江
遺
状
」
。
御
集
(
丙
類
)
に
付
載
。

内
題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
①
と
同
奥
書
。

③
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

(
1
3
2
1
)

外
題
「
土
御
門
院
/
順
徳
院
/
御
百
首
」
。
合
綴
本
。
内
題
「
中

院
御
百
首
」
。
奥
書
「
右
一
冊
者
両
院
御
百
首
也
依
源
尚
俊
/

山崎:r土御門院御百首j伝本考

所
望
仰
或
人
令
書
写
彼
本
/
後
小
松
院
震
筆
也
尤
可
為
誼
本

畢
/
源
在
判
」
。

④
岡
山
大
学
蔵
池
田
文
庫
本

(
1
6
1
)

外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
/
順
徳
院
御
百
首
」
。
合
綴
本
。
内

題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
鷲
・
桜
・
初
恋
の
歌
題
を
脱
す
。

書
状
E
の
み
あ
り
。
③
と
同
奥
書
。

①
1
④
の
本
奥
書
に
よ
る
と
、
両
院
百
首
を
一
冊
と
し
た
後

小
松
院
震
筆
本
が
あ
り
、
義
尚
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
①
②
は
そ
の
転
写
本
で
あ
る
が
、
①
は
合
綴
の
形
態
の
ま

ま
写
し
、
②
は
土
御
門
院
百
首
の
み
を
写
し
て
御
集
に
付
載

し
、
本
奥
書
も
そ
れ
に
付
け
た
の
で
あ
る
。
③
④
も
元
本
通
り

両
院
百
首
の
形
で
写
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
寵
筆
本
を
広
沢
尚
俊

が
所
望
し
た
の
で
、
或
人
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
、
義
尚
が
奥
書

を
記
し
て
尚
俊
に
与
え
た
本
を
親
本
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

井
上
宗
雄
氏
に
よ
る
と
源
尚
俊
は
広
沢
尚
俊
。
「
文
明
十
五

年
十
二
月
一
日
、
義
尚
の
寵
を
受
け
て
足
利
一
族
の
広
沢
姓
を

受
け
、
広
沢
尚
正
を
名
乗
っ
た
観
世
彦
次
郎
」
で
は
な
い
か
と

さ
れ
て
い
る
。
義
尚
主
催
の
歌
合
作
者
に
な
っ
た
り
、
自
邸
で

歌
会
を
催
し
た
り
し
た
と
い
う
。

『
実
隆
公
記
』
文
明
九
年
十
二
月
三
日
、
文
明
十
五
年
九
月

-204-

四
日
に
、
ま
た
『
後
法
興
院
政
家
記
』
丈
明
十
三
年
二
月
の

条
々
に
義
尚
の
命
で
土
御
門
院
御
集
を
書
写
し
献
上
し
た
記
述

が
見
え
る
。
御
集
と
あ
る
が
、
百
首
を
含
む
も
の
か
等
々
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
義
尚
は
所
持
す
る
寵
筆
本
な

ど
を
実
隆
や
政
家
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
、
自
ら
奥
書
を
記
し
て

寵
臣
に
与
え
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

①
1
④
は
後
小
松
院
震
筆
本
を
祖
と
す
る
同
一
系
統
の
本
で
あ

る
。
特
に
①
は
諸
伝
本
の
中
で
は
書
写
も
古
く
最
善
本
と
目
さ

れ
る
。



道
晃
法
親
王
筆
本
系

⑤
歴
博
蔵
高
松
宮
本
A

外
題
「
順
徳
院
百
首
/
中
院
百
首
/
三
体
和
歌
/
俊
成
卿
百

首
」
。
外
題
に
示
す
四
作
品
の
合
綴
。
内
題
「
中
院
御
百
首
i
御
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門
」
。
奥
書
「
此
一
冊
四
色

聖
護
院
御
門
跡
道
晃
御
自
/
筆

御
本
令
[
不
読
]
供
/
寛
永
九
年
壬
申
正
月
廿
二
日
如
之
本
令

書
写
畢
/
御
本
以
外
細
字
殊
老
筆
後
覧
誤
/
可
被
真
[
不
読
]

2008 

主
常
朝
」

0

志皐館大学人間関係学部研究紀要

⑥
書
陵
部
蔵
本

(
3
5
3
・
8
6
8
)

外
題
「
コ
一
種
百
首
和
歌
並
三
体
和
歌
集

全」
o

⑤
と
同
内
容

の
合
綴
。
内
題
は
「
中
院
御
百
首
上
御
門
」
。
橋
本
公
綱
写
。

⑤
の
奥
書
に
よ
る
と
本
百
首
な
ど
「
四
色
」
を
合
写
し
た
道

晃
法
親
王
の
自
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
道
晃
(
一
六

一一一

1
一
六
七
九
)
は
後
陽
西
院
皇
子
で
聖
護
院
門
跡
。
不
読

箇
所
が
あ
り
何
と
も
三
守
え
な
い
が
、
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)

に
道
晃
筆
本
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
道
晃
が
二
十
歳
以
前
に
書

写
し
た
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
常
朝
は
未
勘
。
⑥
は
道
晃
自

筆
本
云
々
の
本
奥
書
を
持
た
な
い
が
、
合
写
す
る
四
作
品
が
同

様
で
あ
り
、
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
評
詞
を
歌
よ
り
高
く
書

く
な
ど
の
特
徴
を
共
有
し
、
⑤
と
同
系
で
あ
る
。
公
綱
の
生
没

は
不
明
だ
が
、
橋
本
家
は
実
村
(
一
五
九
八

1
一
ム
ハ
六
四
)

公
綱
・
実
松
(
一
六
七
二

1
一
七
一
一
一
一
一
)
と
相
続
す
る
。
⑥
が

な
ぜ
道
晃
筆
本
の
奥
書
を
持
た
な
い
の
か
は
不
明
だ
が
、
⑤
⑥

は
近
接
し
た
時
期
に
同
一
本
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
他

⑦
書
陵
部
蔵
本

(
2
1
0
・
7
0
4
)
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御
歌
所
本
。
外
題
「
中
院
御
百
首
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
。

歌
順
を
花
思
・
打
旅
恋
に
倒
す
。
江
戸
中
期
写
。

⑥
神
宮
文
庫
蔵
本
(
三
・

7
1
1
・
1
)

自
讃
和
歌
の
内
。
後
鳥
羽
院
百
首
他
と
の
合
綴
。
内
題
「
中
院

御
百
首
」
。
歌
順
⑦
と
同
じ
。

⑨
園
部
教
委
蔵
小
出
文
庫
本

(
2
2
)

外
題
「
中
院
土
御
門
御
百
首
」
。
内
扉
「
土
御
門
院
百
首
定
家

/
家
陸
両
点
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首

土
御
門
」
。
奥
書
「
依

御
所
望
染
筆
記
/
慶
安
庚
寅
/
黄
鐘
中
旬

源
範
英
」
「
元
禄



十
七
年
甲
申
弥
生
十
有
四
歳
而
西
氏
行
度
写
」
o

歌
順
⑦
と
同

じ
⑩
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
蔵
小
城
鍋
島
文
庫
本

(
0
9
5
5
・
4

外
題
「
中
院
御
百
首
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
御
J
。

⑪
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
森
文
庫
本

(
9
1
1
・
1
3

9
-
N
l
E
)
 

山崎 『土御門院御百首』伝本考

刊
本
。
外
題
「
二
詠
双
点
土
御
門
院

全
」
。
良
経
の
名
所
百

首
と
の
合
綴
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
。
刊
記
「
天
和
三
年
亥

霜
月
中
旬

室
田
林
和
泉
屋
五
兵
衛
/
大
坂
木
屋
八
郎
兵
衛
板

行」
o

歌
順
⑦
と
同
じ
。

右
の
う
ち
⑦
⑧
⑨
⑪
は
同
じ
歌
順
の
誤
り
を
共
有
す
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
⑩
は
歌
順
は
正
し
い
が
内
容
的
に
同
系
で
あ

る
。
⑨
は
慶
安
三
年
(
一
六
五

O
)
十
一
月
に
源
範
英
が
書
写

し
た
本
を
元
禄
十
七
年
(
一
七
O
四
)
に
西
氏
の
行
度
(
十
四

歳
)
が
写
し
た
も
の
と
い
う
が
、
範
英
・
行
度
と
も
未
勘
。
刊

本
は
⑪
の
他
に
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
村
上
文
庫
本

(
1
6
6

8
・
1
・
3
甲
五
)
が
あ
り
、
同
一
版
で
あ
る
。
⑦
の
御
歌
所

本
を
も
と
に
版
行
さ
れ
た
も
の
か
。

⑫
書
稜
部
蔵
本

(
2
6
5
・
1
1
0
5
)

百
首
和
歌
集
成
の
内
。
後
鳥
羽
院
・
順
徳
院
・
後
土
御
門
院
の

百
首
と
の
合
綴
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
o

日
野
資
矩
自
筆
。

⑬
稲
賀
敬
二
先
生
蔵
本

外
題
「
土
御
門
院
百
首
」
(
題
簸
剥
落
後
の
も
の
)
。
内
題
「
中

院
御
百
首
」
o

⑫
⑬
は
同
系
で
あ
る
。
両
本
は
末
尾
の
書
状
を

持
た
な
い
が
、
「
家
隆
定
家
之
童
日
状
等
難
有
之
今
略
之
物
也
」

と
し
て
お
り
、
本
来
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑭
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本

(
9
1
1
)

外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
全
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」

0
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⑮
彰
考
館
蔵
本
(
巳
1
4
・
0
7
3
5
8
)

百
首
部
類
全
三
冊
の
第
二
冊
。
仙
洞
句
題
五
十
首
他
と
の
合

綴
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
。
書
状
E
の
み
あ
り
。

⑩
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本

(
2
0
1
・
3
4
5
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集
」
o

御
集
(
甲
類
)
に
付
載
。
内
題
「
御

百
首
御
詠
」
。
奥
書
「
此
御
集
以
勅
本
令
比
校
畢
/
尤
可
為
正

本
者
也
/
永
禄
八
年
乙
丑
年
/
仲
秋
念
三
/
正
二
位
民
部
卿
藤

原
為
益
判
」
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
御
集
(
乙
類
)

の
奥
書
で
あ



り
不
審
で
あ
る
。
比
校
に
用
い
た
御
集
(
乙
類
)

の
奥
書
を
百

首
の
後
に
取
り
込
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

⑪
歴
博
蔵
高
松
宮
本
B

外
題
「
天
正
五
年
五
十
首
和
歌
」
。
天
正
五
年
五
十
首
他
と
の

No.l 

合
綴
。
内
題
「
中
院
御
百
首
土
御
門
」

0

Vol. 29 

⑮
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

(
3
・
1
3
2
0
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集

全
」
。
御
集
(
丙
類
)
に
付
載
。
内

2008 

題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
お
菖
蒲
の
題
と
歌
を
欠
く
。
歌
順

志拳館大学人間関係学部研究紀要

を
日
出
苅
萱
・
却
薄
、

mm
無
常
・
∞
m
述
懐
に
倒
す
。

⑩
陽
明
文
庫
蔵
本
A

外
題
「
士
御
門
院
御
百
首
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首

土
御
門
」
。

冒
頭
に
裏
書
・
書
状
を
付
け
る
。

@
篠
山
鳳
鳴
青
山
蔵
本

(
9
1
1
・
2
1
・
1
)

外
題
「
土
御
門
院
御
製
集
」
。
御
集
(
丙
類
)
に
「
従
是
奥
之

百
首
以
別
本
亦
重
而
書
/
加
者
也
」
と
し
て
付
載
。
内
題
「
中

院
御
百
首
」
。

@
岡
山
大
学
蔵
池
田
文
庫
本
(
貴
・

3
1
)

外
題
「
括
歌
集
金
」
。
括
歌
集
は
本
百
首
他
四
作
品
を
収
め
る
。

内
題
「
中
院
御
百
首
土
御
門
院
御
製
也
」
。

@
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
森
文
庫
本

(
W
9
1
1
・
1
ミ
チ
)

外
題
「
中
院
御
百
首
」
。
内
題
「
中
院
御
百
首
」
。
評
詞
・
裏
書
・

書
状
を
持
た
な
い
。
奥
書
「
右
之
本
ハ
/
久
世
中
将
殿
通
俊
白

筆
御
本
写
/
朱
艶
九
十
二
首
在
と
書
被
候
共
九
十
四
首
也
本
ノ

憧
写
/
延
賓
三
乙
卯
歳
六
月
九
白
書
之
也
/
山
田
氏
橘
宗
名
」
。

久
世
氏
は
村
上
源
氏
久
我
家
の
庶
流
で
羽
林
家
。
通
俊
(
一
六

二
五

1
一
ム
ハ
六
九
)
は
初
め
益
道
、
通
式
の
子
。
そ
の
自
筆
本

を
延
宝
三
年
(
一
六
七
五
)
に
書
写
し
た
と
い
う
橘
宗
名
は
未

-207-

勘
。
通
俊
と
同
時
代
人
で
宗
偏
流
の
開
祖
で
あ
る
茶
匠
山
田
宗

偏
(
一
六
二
七

1
一
七
O
八
)
に
繋
が
る
人
物
か
と
思
わ
れ
る

が
不
明
。

[乙]
足
利
義
視
筆
本
系

@
三
手
文
庫
蔵
本
(
午
・

2
0
0
)

遠
所
御
抄
・
七
玉
集
と
の
合
綴
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御

製
」
。
本
百
首
の
後
に
「
大
智
院
殿
義
視
公
乃
真
跡
の
書
も
て

/
こ
れ
を
、
つ
つ
し
畢

賀
茂
氏
判
」
、
一
冊
の
末
尾
に
奥
書
「
老



筆
は
f

か
り
あ
り
と
い
へ
ど
も
い
な
ぴ
が
た
く
令
書
写
畢
/
元

禄
七
戊
暦
正
月
中
旬

六
十
八
歳
」
o

@
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本

(
8
9
)

遠
所
御
抄
・
七
玉
集
と
の
合
綴
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御

製」
o

⑫
の
「
大
智
院
殿
・
・
:
賀
茂
氏
判
」
の
本
奥
書
を
持
つ
。

⑮
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
本

(
0
9
5
5
・
3
)

『土御門院御百百』 伝本考

外
題
「
土
御
門
院
和
歌
御
曾
」
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」

0

日
初
遇
恋
・
刀
不
遇
恋
に
順
を
倒
す
。
本
奥
書
⑫
に
同
じ
。

⑫
⑮
⑮
は
部
立
を
記
さ
な
い
点
、

%
に
裏
書
を
記
し

末
尾

に
短
い
要
約
文
「
家
隆
卿
定
家
卿
も
と
へ
少
人
司
と
て
被
遣
畢

云
々
」
を
付
け
る
点
が
共
通
す
る
同
系
統
の
本
で
あ
る
。
⑮
⑫

山由奇

⑮
の
本
奥
書
に
よ
る
と
足
利
義
視
筆
本
の
土
御
門
院
百
首
を
賀

茂
氏
某
が
書
写
し
た
本
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ
の
転
写
本
で
あ

る
。
⑫
⑮
は
遠
所
御
抄
・
七
玉
集
と
合
写
さ
れ
た
形
の
親
本
を

聞
に
想
定
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
⑫
は
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)

六
十
八
歳
某
の
書
写
で
あ
る
。

こ
の
他
に
平
成
三
年
東
京
古
典
会
に
出
品
さ
れ
た
足
利
義
視

筆
本
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
但
し
、
こ
れ
は

⑮
⑫
⑧
の
よ
う
な
奥
書
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
極
札
(
琴
山

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
入
札
目
録
掲
載
の
写
真
と
解
説
に
よ

る
と
、
内
外
題
と
も
「
中
院
百
首
御
詠
」
o

合
点
・
評
詞
あ
り
。

書
状
は
な
く
要
約
丈
を
持
つ
。
圭
一
日
写
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
確

か
な
こ
と
は
一
言
え
な
い
が
、
次
の
⑮
に
近
い
本
の
よ
う
な
印
象

で
あ
る
。

そ
の
他
・

⑮
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
本
(
伊
・

9
1
1
・
2
4
8
・

8 
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外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
/
順
徳
院
御
百
首
」
o

合
綴
本
。
内

題
「
中
院
御
百
首
」
o

順
徳
院
百
首
の
後
に
奥
書
「
一
一
一
一
足
御
百
首

以
為
定
亜
相
之
真
一
跡
書
写
之
/
遂
校
合
畢
難
然
為
古
本
之
間
虫

喰
等
/
相
交
不
審
不
少
者
也
/
延
宝
三
年
正
月
廿
六
日
」
o

こ

の
奥
書
は
合
綴
さ
れ
て
い
る
順
徳
院
百
首
に
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
「
両
御
百
首
」
と
せ
ず
に
「
這
御
百
首
」
と
し
て

お
り
、
「
虫
喰
等
相
交
不
審
不
少
」
と
い
う
痕
跡
も
土
御
門
院

百
首
本
丈
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
一
一
条
為
定

筆
本
は
順
徳
院
百
首
だ
け
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
乙
の
中



で
は
良
質
の
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
尚
存
疑
と
し
て
お
き
た

ぃ
。
延
宝
三
年
二
六
七
五
)
は
両
百
首
の
書
写
年
と
見
て
よ

か
ろ
、
っ
。

そ
の
他
・
二

No.l 

@
国
立
公
文
書
館
蔵
浅
草
文
庫
本

(
2
0
1
・
5
3
1
)
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長
綱
百
首
・
藤
河
百
首
と
合
綴
。
外
題
「
土
御
門
院
御
製
」
。

内
題
は
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
。
奥
書
「
本
云

二
暦
林
鐘
十
月
於
江
川
甲
賀
郡
柏
木
郷
書
写
之
但
此
本
不
審
之

文
明
第
十

志事館大学人間関係学部研究紀要 2008 

事
等
在
之
以
謹
本
可
直
付
者
也

葉
守
神
主
甲
可
宿
祢
永
賀
」
o

永
賀
は
未
勘
。

⑮
{
家
郷
隆
文
氏
蔵
本

入
道
左
府
五
十
首
・
智
仁
住
吉
法
楽
百
首
と
合
綴
。
外
題
「
土

御
門
院
御
百
首
」
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
o

凶
董
を
脱

す
。
⑫
と
同
奥
童
日
を
持
つ
。
⑫
⑮
-
は
丈
明
十
二
年
(
一
四
八

O
)

幸
一
日
写
本
の
写
し
で
あ
る
。

⑮
歴
博
蔵
高
松
宮
本
C

外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
内
題
「
士
御
門
院
百
首
御
製
」

0

⑩
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

(
1
3
2
2
)

外
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」

0

奥
書
「
此
一
冊
為
赤
松
下
総
守

秋
忠
染
/
愚
筆
者
也
/
永
正

十
四
年
五
月
中
旬
/
権
大
納
言
藤
判
」
。
奥
書
「
承
感
四
歳
初

春
上
旬
書
之
」
o

本
奥
童
日
中
の
永
正
十
四
年
(
一
五
一
七
)
に

藤
氏
の
権
大
納
言
は
七
人
い
る
が
、
赤
松
下
総
守
秋
忠
と
共
に

未
勘
。
そ
れ
を
承
磨
四
年
(
一
六
五
五
)
に
書
写
し
た
も
の
。

⑪
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
神
宮
皇
事
館
文
庫
本

(
9
1
1
・

1
4
8
)
 

外
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
o
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合
点
を
歌
頭
と
下
句
の
頭
に
付
け
る
の
が
特
徴
。
奥
書
「
右
此

室
田
は
稀
に
求
出
書
写
之
努
々
不
可
有
他
見
而
巳
/
天
和
三
発
亥

間
五
月
廿
九
白
書
之
」
o

こ
れ
に
よ
る
と
天
和
三
年
(
一
六
八

一
二
)
の
書
写
。

@
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
北
岡
文
庫
本

(
1
0
7
・
3
6
・
6

順
徳
院
百
首
と
の
合
綴
。
外
題
「
百
首
和
歌

土
御
門
院
/
順

徳
院
」
。
内
題
「
詠
百
首
和
歌

土
御
門
院
御
製
」
o

奥
書
「
借

也
足
軒
御
本
書
写
亦
同
之
/
加
一
校
者
也
/
幽
斎
玄
旨
(
花

押)」
o

幽
斎
が
也
足
軒
(
中
院
通
勝
)
本
を
借
り
て
書
写
し
た



も
の
で
あ
る
。

@
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
本

(
1
2
・
2
・
5
4
4

ツ
6
)

外
題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
。

@
う
も
れ
ぎ
文
庫
(
高
橋
伸
幸
氏
)
蔵
本

外
題
な
し
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
。
合
点
な
し
。
部

山崎・『土御門院御百首』伝本考

立
名
「
恋
」
と

m
l
m
(
一
丁
分
)
を
脱
す
。
奥
書
「
城
[

字
不
読
]
小
倉
山
於
陰
庭
染
筆
行
年
六
拾
二
歳
夏
」
と
あ
る
が
、

不
明
。

@
古
書
目
録
掲
載
本

目
録
解
説
と
掲
載
写
真
部
分
に
よ
る
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首

御
製
」
。

一
冊
。
江
戸
中
期
頃
上
写
本
。
奥
書
「
[
二
字
不
読
]

誠
小
倉
山
陰
慮
染
筆
/
行
歳
六
十
二
歳
夏
」
が
あ
り
、
@
と
同

奥
書
で
あ
る
。

そ
の
他
・
三

@
書
陵
部
蔵
鷹
司
城
南
館
本
(
鷹
3
5
1
)

外
題
「
土
御
門
院
御
製
」
。
内
題
「
土
御
門
院
御
詠
百
首
」
。
訂

霧
・
必
露
、
百
後
朝
恋
・
引
け
初
遇
恋
に
順
を
倒
す
。

@
書
陵
部
蔵
本

(
2
6
6
・
4
5
3
)

外
題
「
士
御
門
院
御
詠
百
首
」
。
内
題
「
土
御
門
院
御
詠
百
首
」
。

鷹
司
政
通
写
。
@
と
歌
順
や
誤
写
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み

て
@
を
政
通
が
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

@
陽
明
文
庫
蔵
本
(
近
・

1
4
・
3
9
)

順
徳
院
百
首
他
と
の
合
綴
。
外
題
「
順
徳
院
/
土
御
門
院

百

首
御
製
」
。
内
題
「
土
御
門
院
御
詠
百
首
」
。

1
の
歌
題
「
立
春
」
、

部
立
名
「
恋
」
を
脱
す
。

@
陽
明
文
庫
蔵
本
(
近
・
リ
・

4
0
)

-210一

順
徳
院
百
首
と
の
合
綴
。
外
題
「
両
帝
百
首
御
製
」
。
内
題
「
土

御
門
院
御
詠
百
首
」
。
歌
題
や
部
立
名
を
落
と
す
点
な
ど
⑮
と

酷
似
し
て
い
る
。
奥
書
「
両
帝
之
百
首
依
御
所
望
以
所
持
本
以

老
眼
禿
筆
/
謹
写
之
/
甲
寅
後
文
月
廿
一
一
一
日
(
花
押
)
」
。
安

政
元
年
(
一
八
五
四
)
に
近
衛
家
某
が
@
を
書
写
し
た
も
の
と

わ
か
る
。

そ
の
他
・
四

⑩
陽
明
文
庫
蔵
本

(
5
5
・
1
9
9
・
3
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集
」
。
御
集
(
甲
類
)
に
付
載
。
内
題
な
し
。



@
陽
明
文
庫
蔵
本

(
5
5
・
1
9
9
・
4
)

外
題
「
土
御
門
御
集
」
o

御
集
(
甲
類
)
に
付
載
。
内
題
な
し
。

⑩
と
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
正
本
副
本
的
関
係
。

⑫
彰
考
館
蔵
本
(
巴
1
4
・
0
7
3
4
1
)

No.l 

順
徳
院
百
首
・
田
上
集
・
金
塊
集
と
の
合
綴
。
内
題
「
士
御
門
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院
百
首
」
。
合
点
な
し
。
日
制
苅
萱
・

4
荻
・
叫
初
雁
・
必
蘭
に

順
を
乱
す
。

2008 

⑩
彰
考
館
蔵
本
(
巳

1
4
・
0
7
3
4
0
)

志主要館大学人間関係学部研究紀要

外
題
「
土
御
門
院
百
首
全
」
o

内
題
「
土
御
門
院
百
首
」

0

丁

表
端
作
に
「
以
維
陽
之
童
日
原
林
白
水
之
本
謄
録
」
の
紙
片
を
貼

る
。
林
和
泉
橡
時
元
(
一
七

O
四
没
)
本
の
写
し
。
歌
順
を
乱

す
と
こ
ろ
な
ど
⑫
と
酷
似
し
、
或
い
は
時
元
本
と
は
⑫
を
さ
す

7J' 
⑭
書
陵
部
蔵
本

(
2
1
0
・
6
6
7
)

外
題
「
土
御
門
御
製
」
o

内
題
「
土
御
門
院
百
首
」

0
3
霞

-
H

呼
子
鳥
の
題
を
脱
す
。
奥
書
「
右
者
従
雅
翁
借
来
於
江
府
/
宝

永
一
二
」
夏

氏
朝
写
(
印
)
」
o

雅
翁
は
飛
鳥
井
家
の
人
物
か
。

宝
永
三
年
頃
「
翁
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
同
家

周
辺
に
求
め
る
も
決
せ
ず
。
氏
朝
は
未
勘
。

⑮
書
陵
部
蔵
本

(
2
6
6
・
4
)

待
需
抄
五
所
収
。
内
題
「
土
御
門
院
御
百
首
」

0

⑩
高
岡
市
立
図
書
館
蔵
本

(
9
1
1
・
1
・
1
8
・
1
)

新
編
和
歌
叢
書
第
一
巻
所
収
。
順
徳
院
百
首
他
と
の
合
綴
。
内

題
「
土
御
門
院
百
首
御
製
」
o

部
立
を
記
載
せ
ず
。
順
徳
院
百

首
の
後
に
奥
圭
一
日
「
元
禄
八
年
九
月
上
涜
如
本
遂
写
功
託

心
覚

子
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
土
御
門
・
順
徳
両
百
首
に
付
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
心
覚
子
は
未
勘
。

つ/副

@
三
手
文
庫
蔵
本
(
申
・

2
4
6
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集

全」
o

御
集
(
甲
類
)
に
付
載
。
内

題
な
し
。

⑩
佐
賀
大
学
問
属
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
本

(
0
9
5
4
・
1
3
)

外
題
「
土
御
門
院
御
集
」
。
御
集
(
甲
類
)
に
付
載
。
内
題
な
し
。

⑩
伊
達
市
立
開
拓
記
念
舘
蔵
本

外
題
な
し
。
内
題
「
土
御
門
院
百
首
御
歌
」
o

部
立
を
記
載
せ

ず
。
奥
書
「
寛
政
七
年
菊
月
二
一
日
/
於
玄
冬
庵
慮
/
尊
井
書
」

0

尊
井
は
未
勘
。
本
丈
が
特
に
⑮
と
近
い
関
係
に
あ
る
。



@
書
陵
部
蔵
本

(
2
6
6
・
2
0
0
)

「
歌
消
息
」
所
収
。
俊
成
述
懐
百
首
他
と
の
合
綴
。
内
題
「
新

院
御
百
首
/
土
御
門
院
」
。
必
蘭
・

4
苅
萱
に
順
を
倒
す
。
本

奥
書
「
享
保
十
四
巳
酉
閏
九
月
十
三
日
写
畢

宗
晃
花
押
」
。

奥
書
「
従
光
政
卿
許
借
本
口
朝
子
執
筆

発
丑
初
夏

花
押
」
o

宗
晃
(
未
詳
)
書
写
本
を
光
政
卿
が
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
を

山崎:r土御門院御百首』伝本考

借
り
て
朝
子
(
未
詳
)
が
嘉
永
六
年
(
一
八
五
一
二
)
に
書
写
し

た
も
の
。
光
政
(
一
八
一
二
1
一
八
六
三
)
は
「
烏
丸
光
政
歌

道
消
息
」
七
冊
(
書
陵
部
蔵
)

の
著
者
で
あ
る
。
本
書
の
「
歌

消
息
」
な
る
書
名
か
ら
し
て
、
そ
れ
を
借
り
て
書
写
し
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
烏
丸
光
政
歌
道
消
息
」
に
本
百
首
を
所

収
す
る
か
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
或
い
は
書
状
I
E
E
の

み
を
指
す
か
。

@
書
陵
部
蔵
本

(
5
0
6
・
6
3
)

外
題
「
士
御
門
院
御
集
」
(
霊
元
天
皇
震
筆
)
。
御
集
(
甲
類
だ

が
A
歌
群
の
み
持
つ
形
態
)
に
付
載
。
内
題
な
し
。
部
立
を
記

さ
な
い
。
却
薄
・
必
荻
・
位
蘭
・

4
苅
萱
・
叫
早
雁
、

U
鷹
狩

前
神
楽
に
順
を
倒
す
。

@
書
陵
部
蔵
本

(
4
5
3
・
2
)

続
群
書
類
従
三
八
六
所
収
。
後
鳥
羽
院
百
首
・
順
徳
院
百
首
と

の
合
綴
。
内
題
「
士
御
門
院
百
首
/
新
院
詠
百
首
」
0

2
子
日

1
5
若
菜
、
国
霜
を
脱
す
。
評
詞
は
意
味
不
明
箇
所
が
多
く
良

い
本
文
で
は
な
い
。

@
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
本

(
3
5
1
・
8
9
0
)

外
題
「
士
御
門
院
御
製
内

J
。
内
題
「
土
御
門
院
御
製
山
首
」
。

合
点
な
し
。
奥
書
「
天
文
四
年
正
月
廿
五
日
/
左
近
衛
権
少
将

藤
臣
荘
判
」
。
左
近
衛
権
少
将
は
未
勘
。

ワムヮ“

@
鹿
児
島
大
学
蔵
玉
里
文
庫
本
(
地
6
・
2
0
8
3
)

順
徳
院
百
首
他
と
の
ム
口
綴
。
内
題
「
土
御
門
院
御
製
百
首
」
。

ロ
春
駒

-
H
春
雨
、
四
款
冬

-m藤、

m祝
・
的
述
懐
に
順
を

倒
す
。

⑮
蓬
左
文
庫
蔵
本

(
1
2
9
・
6
1
・
1
3
)

外
題
「
阿
波
院
百
首
御
製
」
。
内
題
「
阿
波
院
百
首
御
製
」
。
評

詞
な
し
。
秋
・
冬
・
恋
の
部
立
名
を
落
と
す
。
奥
書
「
あ
す
か

い
か
ゑ
い
き
や
う
に
か
り
で
、
つ
つ
し
を
く
も
の
也
あ
な
か
し
こ

ま
ど
の
ほ
か
に
い
だ
さ
れ
ま
じ
く
候
{
子
ど
も
に
お
ぼ
つ
か
な
き



と
こ
ろ
お
冶
く
候
へ
共
ほ
ん
の
ご
と
く
う
つ
し
を
き
候
也
」
と

あ
る
。
「
か
ゑ
い
き
ゃ
う
」
は
飛
鳥
井
雅
永
(
雅
縁
二
男
)

」
と
か
、
す
る
と
室
町
前
期
に
遡
る
も
の
と
な
る
が
、
尚
存
疑
。

@
名
古
屋
大
学
文
学
部
蔵
小
林
文
庫
本

(
9
1
1
・
1
4
7
・
T

No.l 

u 
) 
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外
題
「
土
御
門
院
御
百
首

付
百
首
詠
二
品
」
。
忠
度
百
首

沢
庵
百
首
と
の
合
綴
。
内
題
「
土
御
門
院
御
百
首
」
。
評
調
な

2∞8 

し
。
奥
書
「
慶
安
元
年
成
子
仲
冬
吉
辰
書
之
」
。

志拳館大学人間関係学部研究紀要

@
彰
考
館
蔵
本
(
巳
1
0
・
0
7
1
5
0
)

外
題
「
笈
の
底
土
御
門
院
御
製
」
。
前
半
に
「
笈
の
底
」
(
続
歌
仙
落

書
)
、
後
半
に
本
百
首
を
収
め
る
。
内
題
「
土
御
門
院
御
製
」
。

お
葵
・
刀
不
逢
恋

-m竹
を
脱
す
。
こ
の
本
は
合
点
・
評
調
等

無
く
歌
の
み
で
あ
る
。
歌
の
み
を
収
集
す
る
と
い
う
意
図
で
書

写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
扱
い
を
別
に
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
考
察
が
煩
雑
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
こ
の
本
に

つ
い
て
は
以
下
除
外
し
て
述
べ
る
。

二
、
形
態
的
特
徴
と
異
同

甲
乙
の
形
態
的
特
徴
の
共
通
点
と
相
違
点
を
項
目
ご
と
に
ま
と

の

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

-
A
ロ
占
…

甲
乙
共
に
定
家
(
朱
)
と
家
隆
(
墨
)

の
合
点
(
片
点

と
諸
点
)
を
基
本
的
に
持
つ
。
持
た
な
い
の
は
甲
で
は
⑬
、
乙
類

で
は
@
⑫
@
@
で
あ
る
。
⑬
は
端
作
に
両
卿
の
合
点
数
を
記
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
文
に
は
合
点
が
無
い
。
こ
の
よ
う
な
点

か
ら
見
て
合
点
を
持
た
な
い
の
は
省
略
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
合
点
を
持
つ
本
も
実
際
の
状
況
は
様
々
で
諸
点
の
な
い
も

の
、
朱
の
な
い
も
の
も
あ
る
。

qδ ヮ“

合
点
は
、
家
隆
か
ら
定
家
宛
の
書
状
に
「
能
く
/
¥
御
覧
じ
わ

け
て
御
点
申
請
く
べ
く
候
、
片
点
諸
点
い
ま
す
こ
し
の
こ
と
も
大

切
候
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
「
御
目
と
お
ろ
か
な
る
日

と
は
事
の
外
の
相
違
候
は
ね
ば
」
と
も
記
し
て
い
る
か
ら
、
ま
ず

家
隆
が
合
点
を
付
し
た
上
で
、
そ
れ
を
定
家
に
送
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

-

申

T
司
円

---EZ開
曲
一
言
回

甲
乙
共
に
定
家
の
評
調
を
基
本
的
に
持
つ
。
持
た
な
い

の
は
甲
で
は
@
、
乙
で
は
@
@
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
省
略
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
評
詞
は
全
歌
に
付
い
て
い
る
わ
け
で
は



な
く
、
あ
る
歌
と
な
い
歌
が
あ
る
。
後
半
は
な
い
歌
が
多
い
。
評

詞
は
家
隆
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
詠
草
の
歌
と
歌
の
聞
に
直
接
室
聞
き

込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
書
写
さ
れ
る
際
は
歌
の
後
や
歌
題
の

下
な
ど
に
写
さ
れ
て
い
る
。

-
裏
書
と
書
状

裏
書
は
定
家
が
Mm
懐
旧
題
で
御
製
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
「
さ
れ
ば
こ
そ
た
だ
ご
と
と
も
お
ぼ

山崎・『土御門院御百首』伝本考

え
ず
候
ひ
つ
る
も
の
を
・
・
・
・
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
評
詞

と
同
様
に
%
の
歌
聞
に
書
き
込
ま
れ
で
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
余

裕
が
無
か
っ
た
た
め
裏
書
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
諸
本
で
は

舗
の
歌
の
後
に
書
写
さ
れ
た
り
、
百
首
の
末
尾
に
「
定
家
卿
裏
書

五
」
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

書
状
は
前
述
の
よ
う
な
本
百
首
成
立
の
経
緯
を
伝
え
る
も
の
で

次
の
三
通
が
あ
る
。
呼
称
は
後
人
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
今
、

書
状
I
-
H
-
E
と
す
る
。

家
隆
卿
定
家
卿
の
も
と
へ
遣
は
す
状
↓
書
状
I

定
家
卿
返
事
↓
書
状
E

家
隆
卿
中
院
へ
参
ら
す
る
御
文
↓
書
状
E

書
状
E
E
は
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
。
家
隆
は
定
家
か
ら
返
っ
て

来
た
百
首
に
書
状

E
の
み
を
付
け
て
院
に
参
ら
せ
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
書
状
E
で
は
書
状
I
・
E
の
経
緯
・
内
容
に
は
何
ら
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
が

定
家
の
点
や
評
詞
、
裏
書
を
院
が
見
れ
ば
わ
か

る
こ
と
で
あ
り
、
宛
所
の
違
う
書
状
I
-
E
を
も
併
せ
て
院
に
参

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
甲
は
%
に
は
何
も
記
さ
ず
、
百
首
末
尾
に
「
定
家
卿
裏

書
云
」
と
し
て
裏
書
を
付
け
、
そ
の
後
に
書
状
I
E
E
を
付
載
す

る
の
が
基
本
的
な
形
で
あ
る
。
例
外
的
に
裏
書
を
持
た
な
い
の
は

⑫
⑮
⑫
の
三
本
で
あ
る
。
そ
し
て
甲
で
書
状
I
E
E
を
持
つ
の
は

-214-

①
②
③
⑦
⑧
⑪
⑪
⑩
で
あ
る
。
持
た
な
い
の
は
⑤
⑥
⑨
⑩
⑫
⑬
⑮

⑫
⑮
⑮
一
⑫
⑫
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
⑫
⑬
は
「
家
隆
定
家
之
書
状

等
難
有
之
今
略
之
物
也
」
と
記
し
て
お
り
、
も
と
は
付
載
し
て
い

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
従
っ
て
他
も
省
略
に
よ
る
と
み
て
よ
か
ろ

ぅ
。
特
殊
な
も
の
で
は
④
⑮
が
書
状
E
の
み
を
付
載
す
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

」
れ
に
対
し
て
乙
は
基
本
的
に
書
状
を
持
た
ず
(
@
の
み
例
外

的
に
持
つ
)
、
経
緯
を
短
く
注
記
、
ま
た
は
要
約
文
に
し
て
付
け

る
形
で
あ
る
。
裏
書
と
の
関
係
で
そ
れ
ら
の
付
け
ら
れ
方
は
次
の



よ
う
な
A
B
に
整
理
で
き
る
。

A
、
%
に
裏
書
を
付
け
、
末
尾
に
「
家
隆
卿
定
家
卿
も
と
へ

少
人
寄
と
て
被
遣
畢
云
々
」
と
短
く
記
す
の
み
。

B
、
%
に
裏
書
を
付
け
ず
、
末
尾
に
裏
書
を
含
ん
だ
内
容
の

No.l 

要
約
文
を
つ
け
る
。
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A
に
属
す
る
も
の
は
@
1
@
@
i
@
⑩
@
の
十
本
で
あ
る
が
、

」
の
う
ち
@
1
@
@
は
「
此
百
首
従
土
御
門
院
御
名
を
か
く
し
て

2008 

定
家
の
許
へ
被
遣
云
々
」
、
@
は
「
右
一
百
首

両
卿
之
方
エ
小

志撃館大学人間関係学部研究紀要

人
之
寄
ト
テ
酷
作
ヲ
需
メ
玉
子
ン
ト
云
々
」
な
ど
と
若
干
内
容
に

誤
り
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

B
に
属
す
る
も
の
は
@
1
@
⑩
1
@
@
⑩
@
@
の
二
十
本
で
大

勢
を
占
め
る
。
要
約
文
は
概
ね
「
此
御
歌
を
宮
内
卿
家
隆
の
も
と

へ
つ
か
は
し
て
点
を
被
合
点
に
、
や
が
て
治
部
卿
定
家
の
も
と
へ

っ
か
は
し
て
、
お
さ
な
き
人
の
よ
み
た
る
と
て
:
:
:
懐
旧
の
御
歌

の
時
、
す
ひ
し
て
裏
書
に
い
は
く
、
き
れ
ば
こ
そ
た
ず
事
と
は
お

ほ
え
ず
・
・
・
・
・
・
懐
旧
の
御
歌
御
返
し
/
定
家
/
あ
か
ざ
り
し
・
・
・
・
・
・
勝

て
よ
き
御
歌
に
は
諸
点
よ
き
は
・
・
・
・
・
・
家
隆
の
点
は
墨

{
疋
家
一
の
占
…

は
朱

朱
点
七
十
一
内
長
十

墨
点
九
十
六
内
長
三
十
こ
(
諸

本
で
小
異
あ
り
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
%
に
「
こ
れ
を
も
ち
て

す
で
に
あ
ら
は
れ
候
又
お
く
に
し
る
し
つ
け
候
」
と
注
記
し
て
い

る
本
も
あ
る
。

こ
の
他
A
B
を
取
り
合
わ
せ
た
形
態
の
@
@
が
あ
る
が
内
容
が

重
複
し
て
お
り
不
自
然
で
あ
る
。
異
本
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。

-
歌
順

甲
は
全
て
雑
部
の
歌
順
を
倒
田
家
・
田
山
家
と
す
る

が
、
乙
は
白
山
家
・
倒
田
家
と
す
る
(
但
し
⑮
と
⑩
の
み
例
外
で

国
家
・
山
家
と
す
る
)
。
堀
河
百
首
題
で
は
山
家
・
田
家
と
あ
る

F
h
u
 

つ臼

ぺ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
甲
乙
が
二
類
に
分
か
れ
る
大
き
な
特
徴
で
あ

る
内
題

甲
は
「
中
院
御
百
首
」
と
す
る
(
例
外
は
②
④
⑮
⑬
)

の
に
対
し
て
、
乙
は
「
士
御
門
院

O
O」
と
す
る
。

0
0に
は
、

百
首
御
製
・
百
首
・
御
百
首
な
ど
と
続
く
が
基
本
的
に
土
御
門
院

を
冠
す
る
(
例
外
と
し
て
、
御
集
に
付
載
す
る
形
態
の
百
首
で
、

内
題
な
し
が
五
本
、
中
院
・
阿
波
院
・
新
院
が
四
本
)
。
土
御
門

院
は
没
後
の
誼
号
で
あ
り
、
中
院
は
順
徳
天
皇
の
譲
位
後
、
三
院

に
な
っ
た
時
の
呼
称
で
あ
る
。
本
百
首
が
詠
ま
れ
た
建
保
四
年
は



新
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
が
、
原
本
に
こ
の
よ
う
な
内

題
(
端
作
)
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
書
写
時
に
付
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
圭
一
日
写
時
の
呼
称
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

端
作

冒
頭
で
述
べ
た
本
百
首
の
詠
出
年
次
を
示
す
「
建
保
四

年
三
月
日
」
を
持
つ
の
は
、
乙
の
内
の
⑫
⑬
-
@
@
@
一
@
の
み
で
あ

山崎ー『土御門院御百首』伝本考

り
、
甲
は
持
た
な
い
。
こ
れ
を
端
作
で
は
な
く
末
尾
に
注
記
す
る

本
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
稿
を
改
め
て
成
立
の
問
題
と
し
て
論
じ
た

¥t、
。

三
、
本
文
の
異
同

本
文
の
異
同
で
甲
乙
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
も
の
を
歌
と
評

詞
に
分
け
て
い
く
つ
か
上
げ
て
お
き
た
い
。
本
文
は
甲
の
①
書
陵

部
蔵
梶
井
宮
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
て
掲

出
し
、
乙
の
異
文
を
示
す
。

ま
ず
和
歌
本
文
の
例
を
あ
げ
る
。

四
波
か
く
る
井
手
の
山
吹
さ
き
し
よ
り
を
ら
れ
ぬ
水
に
な
く
か

は
づ
か
な
(
款
冬
)

末
句
を
乙
は
「
か
は
づ
な
く
な
り
」
と
す
る
。
本
文
の
優
位
は
い

ず
れ
と
も
言
い
難
い
が
、

乙
の
う
ち
半
数
の
伝
本
は
第
四
句
を

「
氷
ら
ぬ
水
に
」
と
し
不
審
で
あ
る
。
「
を
ら
れ
ぬ
水
」
は
「
春
ご

と
に
な
が
る
る
河
を
花
と
見
て
を
ら
れ
ぬ
水
に
袖
や
ぬ
れ
な
む
」

(
古
今
集
・
四
三
・
伊
勢
)
に
よ
る
も
の
で
、
花
と
見
立
て
た
河

の
水
は
手
折
ろ
う
に
も
手
折
れ
ず
、
袖
が
濡
れ
る
と
い
う
の
が
本

来
の
発
想
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
で
は
「
を
ら
れ
ぬ
水
」
の
必
然
性

が
希
薄
で
あ
る
。

況
夏
く
れ
ば
ふ
せ
や
に
く
ゆ
る
蚊
遣
火
の
け
ぶ
り
も
白
し
明
け

n
h
u
 

つ臼

ぬ
此
夜
は

(
蚊
遣
火
)

初
句
を
乙
は
「
夏
な
れ
ば
」
と
す
る
。
「
夏
な
れ
ば
」
は
説
明
的
で

甲
の
本
丈
が
良
い
だ
ろ
う
。

担
秋
や
と
き
月
や
お
そ
き
と
や
す
ら
へ
ば
岩
も
る
水
に
夢
も
む

す
ば
ず
(
泉
)

第
三
句
を
乙
は
「
や
す
ら
は
ん
」
と
す
る
。
や
は
り
甲
の
本
文
が

優
位
に
立
つ
。

。
あ
ふ
坂
や
ゆ
く
旅
人
の
あ
づ
さ
弓
け
ふ
や
ひ
く
ら
ん
望
月
の

駒
(
駒
迎
)



末
句
を
乙
は
「
桐
原
の
駒
」
と
す
る
。
甲
の
内
二
本
(
⑨
⑩
)
が

例
外
的
に
「
桐
原
の
駒
」
と
す
る
も
の
の
、
甲
乙
の
本
文
が
は
っ

き
り
と
対
立
す
る
箇
所
で
あ
る
。
「
ひ
く
」
が
縁
語
と
掛
詞
に
な
っ

て
お
り
、
望
月
で
も
桐
原
で
も
不
審
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
歌
は

NO.l 

貫
之
の
「
逢
坂
の
関
の
清
水
に
影
み
え
て
今
や
引
く
ら
ん
望
月
の
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駒
」
(
拾
遺
集
・
一
七

O
)
を
本
歌
と
し
て
お
り
、
望
月
の
駒
が

ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
望
月
の
方
が
弓
の
縁
で
も
あ
る
。

2008 

ω吉
野
山
け
ふ
ふ
る
雪
ゃ
う
づ
む
ら
ん
入
に
し
人
の
跡
だ
に
も

志皐館大学人間関係学部研究紀要

な
し
(
雪
)

第
二
・
一
二
句
を
乙
は
「
け
さ
ふ
る
雪
や
つ
も
る
ら
ん
」
と
す
る
(
⑮

の
み
「
け
さ
|
う
つ
む
」
)

0

町
な
ら
し
ば
や
枯
葉
の
う
へ
に
雪
ち
り
て
烏
だ
ち
の
原
に
か
へ

る
狩
人
(
鷹
狩
)

乙
は
第
二
句
を
「
枯
葉
の
す
ゑ
に
」
と
す
る

(
⑮
⑩
@
の
み
「
う

へ
」
)
。
「
う
へ
」
と
「
す
ゑ
(
へ
)
」
は
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

甲
の
本
文
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

九
新
枕
契
を
か
は
す
草
の
葉
に
た
が
な
か
ら
ひ
の
露
の
お
く
ら

ん

(
初
逢
恋
)

乙
は
第
二
句
を
「
契
を
む
す
ぶ
」
と
す
る
。

剖
か
た
し
き
の
一
俣
の
数
に
く
ら
べ
ば
や
暁
し
げ
き
し
ぎ
の
羽
が

き
(
暁
)

第
三
句
を
乙
は
「
く
ら
べ
て
も
」
と
す
る
。
こ
こ
は
「
ば
や
」
と

す
る
の
が
常
套
だ
ろ
う
。
暁
し
げ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
鴫
の
羽

掻
き
よ
り
も
、
片
敷
の
涙
の
数
の
方
が
多
い
と
い
う
の
が
歌
意
で

あ
ろ
う
か
ら
、
「
て
も
」
で
は
涙
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

た
だ
、
雑
部
の
暁
題
な
の
に
、
甲
の
本
文
だ
と
恋
の
歌
に
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
は
あ
ろ
う
。

門

i

部
あ
し
た
づ
の
つ
ば
さ
に
霜
や
さ
む
か
ら
し
さ
夜
も
ふ
け
ゐ
の

う
ら
み
て
ぞ
な
く
(
鶴
)

甲
の
「
ふ
け
ゐ
の
う
ら
」
を
、
乙
は
「
な
が
ゐ
の
う
ら
」
と
す
る

(
⑫
⑮
の
み
「
く
も
ゐ
の
浦
」
)

0

歌
枕
が
掛
詞
に
な
っ
て
お
り
、

乙
の
「
長
い
」
で
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、

や
は
り
夜
が
「
更
け
る
」

の
甲
が
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
う
ち
目
白
川
抗
日
創
出
は
一
本
の
例
外
も
な
く
甲
乙
が
き

れ
い
に
分
か
れ
る
異
同
で
あ
る
。
本
文
と
し
て
は
甲
の
優
位
性
が

認
め
ら
れ
る
。



次
に
評
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
評
調
は
諸
本
で
異
同
が
多
く
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
評
調
の
有
無
に
つ
い
て
示
せ
ば
、
少

数
の
例
外
本
は
あ
る
も
の
の
大
勢
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
歌
番
号

で
一
不
す
。甲

に
は
あ
る
が
乙
に
は
な
い
も
の
↓
ロ
・

2
・
ぉ
・
担

P
0
・
o
o
-
-
o
q
J

q
t
u

，
nb

月

i
.
只
U

山崎 1土御門院御百首』伝本考

乙
に
は
あ
る
が
甲
に
は
な
い
も
の
↓
日
・
四
・
泊
・
お

円
可

u
'
F
h
U

R
d
.
円

t

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
有
無
が
生
じ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
甲
乙
双

方
に
あ
る
評
詞
は
表
現
が
多
少
違
う
も
の
の
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ

る。
評
調
の
上
で
甲
の
本
来
性
が
指
摘
で
き
る
例
を
あ
げ
て
み
よ

、っ。

竹

お
呉
竹
の
夜
わ
た
る
月
の
影
ぞ
も
る
葉
分
の
か
ぜ
や
雲
は
ら
ふ

ら
む

い
つ
も
御
景
色
あ
し
き
事
に
て
候
へ
ば
よ
も
御
さ
た

は
候
は
じ
、
石
床
留
洞
嵐
空
携
、
玉
宴
抽
林
鳥
独
晴
、

+
品
目

um
む
か
し
た
れ
す
み
け
ん
跡
の
捨
衣
い
は
ほ
の
中
に
苔
ぞ
の
こ

れ
る

畑
霞
無
跡
昔
誰
栖
、
あ
な
め
で
た
、
文
時
再
誕
景
、

最
殊
勝
候

右
は
お
加
の
評
調
の
状
況
を
甲
で
そ
の
ま
ま
掲
出
し
た
も
の
だ

が
、
お
の
評
詞
の
よ
う
に
見
え
る
「
石
床
」
以
下
は
、
本
来
加
に

付
く
べ
き
詩
句
で
あ
る
。
定
家
が
こ
れ
を
書
き
込
ん
だ
時
、
余
白

の
関
係
で
前
後
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
甲
の
親
本

口

δ
円
'u

は
そ
の
ま
ま
分
け
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
甲

の
中
に
は
付
き
方
を
正
し
て
「
石
床
」
以
下
を
加
の
後
に
書
写
し

た
も
の
も
あ
る

(
②
⑮
⑮
⑫
⑮
⑮
)
。

一
方
、
乙
は
お
の
評
詞
「
い
つ
も
御
景
色
あ
し
き
事
に
て
候
へ

ば
よ
も
御
さ
た
は
候
は
じ
」
を
持
た
ず
、
評
調
の
付
き
方
を
正
し

て
「
石
床
」
以
下
を
似
の
後
に
書
写
し
、
更
に
漢
詩
句
に
「
桃
李

不
言
春
幾
暮
」
を
補
入
し
て
い
る

(
但
し
数
本
の
例
外
が
あ
る
)
。

こ
こ
は
菅
原
文
時
の
詩
句
の
引
用
で
あ
り
、
「
桃
李
不
言
春
幾
暮
」

の
入
っ
た
乙
の
方
が
正
確
な
の
だ
が
、
本
来
的
に
は
甲
の
本
文



だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
家
は
行
聞
に
評
詞
を
書
き
込
ん

だ
の
で
余
白
が
な
く
、

um
歌
が
直
接
的
に
典
拠
と
す
る
詩
句
の
部

分
だ
け
を
引
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
乙
の
親
本
の
書
写
時
に
位
置

を
正
し
た
上
、
詩
句
が
補
わ
れ
た
と
見
た
い
。
逆
の
、
整
備
さ
れ

No.l 

た
形
態
の
乙
か
ら
甲
の
形
態
に
書
写
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
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ら
で
あ
る
。
た
だ
、
な
ぜ
「
い
つ
も
御
景
色
あ
し
き
事
に
て
候
へ

ば
よ
も
御
さ
た
は
候
は
じ
」
を
乙
が
持
た
な
い
の
か
は
わ
か
ら
な

2008 

ぃ
。
こ
の
評
詞
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
の
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だ
が
今
は
ふ
れ
な
い
。

甲
の
優
位
性
と
乙
に
お
け
る
多
く
の
異
文
の
発
生
を
一
不
す
例
を

次
に
あ
げ
る
。

-
朝
あ
け
の
霞
の
衣
ほ
し
そ
め
て
春
た
ち
な
る
、
あ
ま
の
香
具

山
(
立
春
)

本
歌
の
心
を
み
る
べ
し
、
姿
詞
お
よ
び
が
た
し
、

真
実
/
¥
殊
勝
目
も
く
れ
候

評
詞
は
冒
頭
「
本
歌
の
心
を
み
る
べ
し
」
と
持
統
天
皇
の
本
歌
を

指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
乙
は
こ
れ
を
「
此
歌
の
心
を
了
簡

す
る
に
」
な
ど
と
す
る
。
こ
れ
は
親
本
に
「
可
見
本
歌
心
」
(
⑩
-
@
)

の
如
く
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
読
め

な
く
な
り
、
「
つ
ら
み
本
歌
心
」
(
「
み
」
を
ミ
と
す
る
の
で
「
つ

ら
み
」
と
し
か
読
め
な
い
)
(
⑫
1
⑮
)

一
方
で
は
、

可
見
↓
了
見
↓
了
簡
(
@
1
⑩
⑩
)
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
此

に
な
り
、

(
本
)
歌
の
心
を
了
見
(
簡
)
す
る
に
」
(
⑫
j
@
⑩
⑪
⑭
1
⑩
)

と
書
き
下
さ
れ
、
ま
た
仮
名
で
「
本
歌
の
こ
こ
ろ
を
れ
う
け
ん
す

る
に
」
(
⑫
⑬
⑪
@
@
)
と
童
日
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

甲
は
す
べ
て
右
掲
の
よ
う
に
仮
名
で
書
か
れ
て
お
り
、
異
文
は

つ
も
な
い
。
伝
本
を
調
べ
る
際
、
冒
頭
の
こ
の
判
詞
で
甲
乙
が
判
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断
で
き
る
格
好
の
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
乙
の
中
で
は
足
利
義
視
筆
本
系
と
伊
達
丈
庫
本
(
⑮
1

⑮
)
が
比
較
的
良
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
一
不
す
例
を
あ
げ

る

百
わ
す
れ
め
や
お
も
影
さ
そ
ふ
在
明
の
袖
に
わ
か
る
〉
よ
こ
雲

の
空
(
後
朝
恋
)

」
の
歌
に
⑫
1
⑮
は
、

A
、
数
/
¥
よ
め
る
よ
こ
雲
も
こ
れ
は
よ
く
候
へ
ば
偏
頗
候
歎

と
い
う
評
詞
を
付
け
る
。
定
家
自
身
の
「
峰
に
別
る
、
ょ
こ
雲
の



空
」
を
始
め
と
し
、
新
古
今
期
に
多
く
詠
ま
れ
過
ぎ
た
感
の
あ
る

「
よ
こ
雲
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
で
、
「
偏
頗
」
は

え
こ
ひ
い
き
の
意
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
乙
の
九
本
(
⑫

ー
@
⑭
)
l土

B
、
き
ぬ
ん
l
1
は
と
が
め
候
有
明
の
こ
と
も
是
は
よ
く
候
し
か

Lf 
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と
い
う
評
詞
を
付
け
る
。
後
朝
の
歌
に
有
明
を
詠
む
の
は
答
め
る

べ
き
こ
と
な
の
だ
が
、
と
一
一
言
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
内

容
の
真
偽
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

A
と
B
の
関
係
に
つ
い
て
は
A

か
ら

B
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
だ
が
。

乙
の
右
以
外
の
本
は

A
B
を
取
り
合
わ
せ
た
か
た
ち
で
意
味
不
明

に
な
っ
て
行
く
。
「
前
に
と
が
め
し
有
明
も
こ
れ
は
よ
く
候
へ
ば
偏

頗
候
」
(
@
1
@
)
ゃ
「
朱
せ
ん
に
と
が
め
候
有
明
の
こ
と
:
・
・
」

(
⑫
⑬
、
朱
は
朱
書
が
本
文
化
さ
れ
た
も
の
か
)
「
さ
き
片
¥
(
さ

ま

F
L
は
と
が
め
候
有
明
の
:
:
:
」
(
⑩
@
⑪
@
)

で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
本
は
末
流
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乙
は
大
半
の
二
十
四

本
が
こ
の
よ
う
な
評
調
を
付
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
乙
で
も
こ
こ
に
評
詞
を
付
け
な
い
本
(
⑩
⑪
⑮
⑪
⑬

⑩
⑫
)
が
あ
る
。
疑
念
を
抱
き
つ
つ
も
書
写
す
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
意
味
が
不
明
に
な
っ
た
評
詞
を
除
い
た
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
甲
の
大
半
十
七
本
は
こ
の
歌
に
評

詞
を
付
け
な
い
が
、
付
け
る
本
(
⑤
⑥
⑨
⑩
⑩
)
も
あ
り
、
そ
れ

ら
は

B
の
よ
う
な
評
詞
を
つ
け
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
甲
は

B
の

一
評
詞
を
持
つ
乙
本
を
異
本
と
し
て
校
合
し
、
取
り
入
れ
て
行
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
本
来
的
に
は
甲
は
こ
の

歌
の
評
詞
を
持
た
ず
、
乙
は
A
本
文
の
評
詞
を
持
っ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

右
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

-
現
存
伝
本
は
基
本
的
に
は
同
一
系
統
で
あ
る
が
、
甲
乙
二
系
に

分
け
ら
れ
る
。

-
甲
は
本
来
的
な
形
態
を
残
し
、
本
文
も
優
れ
て
い
る
。
基
本
的

に
、
合
点
・
評
詞
・
裏
書
・
童
日
状
I
E
E
を
持
つ
。
中
で
も
書

陵
部
蔵
梶
井
宮
本
が
後
小
松
院
定
筆
本
系
の
善
本
で
あ
る
。

乙
は
甲
の
書
状
I
E
E
を
省
略
し
て
要
約
文
に
し
た
本
を
祖
と



し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
中
で
は
足
利
義
視
筆
本
系

と
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
本
が
良
質
な
本
文
を
持
っ
て

い
る
。

評
詞
部
分
は
甲
乙
で
異
同
が
大
き
い
。
し
か
し
、
乙
内
の
異
同

NO.l 

は
意
味
不
明
の
ま
ま
転
写
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
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あ
る
。

甲
の
優
位
性
は
確
か
だ
が
、
甲
か
ら
生
ま
れ
た
乙
が
な
ぜ
誤
写
と

2008 

は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
和
歌
本
文
の
異
同
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
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不
審
は
残
る
。
評
詞
に
つ
い
て
も
甲
乙
間
の
大
き
な
異
同
が
な
ぜ

生
じ
た
の
か
。
評
詞
が
行
聞
に
書
か
れ
て
い
た
た
め
読
み
と
り
に

く
く
な
り
推
測
(
補
足
)
し
つ
つ
書
写
さ
れ
た
り
、
漢
文
表
記
を

読
み
下
し
て
書
写
さ
れ
た
り
し
た
、
或
い
は
「
め
で
た
く
候
」
な

ど
書
写
時
に
恋
音
山
的
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
、
と
思
わ

れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
乙
の
祖
本
は
甲
と
は
か
な
り
離
れ
た
位

置
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
今
回
報
告
し
た
五
十
七
本
の
他
に
注
目
さ
れ
る
伝
本

を
二
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
『
玉
英
堂
稀
観
本
書
目
」

二
四
八
号
(
一
九
九
九
年
五
月
、
二
六
四
号
に
も
再
掲
)
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
毎
日
新
聞
紙
上
に
も
「
定
家
の
直
筆
写
本

発
見
」
と
大
き
く
報
道
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。
目
録
に
は
多
く

の
丁
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
手
中
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
叶
わ
ぬ
高
直
で
あ
る
が
、
許
さ
れ
れ
ば
考
察
を
試
み
た
い
と
思

わ
せ
る
。
こ
の
本
が
注
目
さ
れ
る
の
は
定
家
様
の
書
写
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が

評
詞
が
歌
の
聞
に

(
非
常
に
読
み
に
く
い

の
だ
が
)
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
定
家
が
評
詞
を
付
け
た
時
の
姿

を
初
得
と
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
定
家
が
手
控
え
に
急
ぎ

書
き
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
逸
品
で
あ
る
。
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も
う
一
本
は
大
阪
青
山
短
期
大
学
に
蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
八
年
四
月
廿
日
に
行
わ
れ
た
同
大
学
の
稀
離
古
典
籍
展
示
会

の
童
日
日
解
題
(
伊
井
春
樹
氏
執
筆
)
に
よ
る
と
、
内
題
を
「
百
首

歌
合
」
と
し
、
合
点
・
評
詞
・
裏
書
・
書
状
の
無
い
歌
だ
け
の
本

で
あ
る
と
い
う
。
伊
井
氏
は
「
家
隆
や
定
家
の
手
を
経
る
以
前
の

姿
を
残
す
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

本
百
首
が
ど
こ
か
ら
坊
聞
に
流
れ
た
か
、
書
状
I
E
E
を
付
載

す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
持
ち
得
た
家
隆
の
手
控
え
か
ら

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
主
日
状
E
だ
け
を
付
載
す
る
も
の
は



土
御
門
院
の
と
こ
ろ
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
書
状
を
付

載
し
な
い
も
の
は
、
省
略
さ
れ
た
か
、
も
と
も
と
無
か
っ
た
か
で

あ
る
。
今
回
報
告
し
た
伝
本
は
前
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
も
し
後
者
と
す
れ
ば
、
定
家
も
控
え
を
と
っ
て
お
い
た
に
違

い
な
い
か
ら
出
所
に
想
定
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
こ
れ
ら
の
本
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

山崎。『士御門院御百首』伝本考

C

3

0

 

手
h
d

し

注

(
I
)
「
『
土
御
門
院
御
集
」
伝
本
考
」
(
『
国
語
国
文
』
引
巻
7
号
、
平
成

問
年
七
月
)
な
ど
。
本
論
で
一
一
守
つ
『
土
御
門
院
御
集
』
の
伝
本
分
類
(
甲

乙
丙
)
は
こ
の
拙
稿
に
よ
る
。

(
2
)
本
百
首
は
順
徳
院
百
首
と
合
綴
の
伝
本
が
多
く
、
順
徳
院
百
首
に

つ
い
て
は
唐
沢
正
実
氏
の
「
「
順
徳
院
御
百
首
』
の
伝
本
に
つ
い
て
」

(
『
語
文
』
第
五
九
輯
、
昭
和
五
九
年
五
月
)
が
あ
る
。
唐
沢
氏
も
こ
の

奥
書
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
主
町

F

刑
期
』
(
昭
和
五
九
年
六
月
、
風
間
書
房
)

(
4
)
⑩
の
み
%
に
裏
書
を
付
け
、
童
日
状
を
付
載
し
な
い
。
そ
の
か
わ
り

要
約
文
を
つ
け
る
な
ど
後
述
す
る
乙
の
特
徴
を
持
つ
が
、
裏
書
と
要
約

文
が
重
複
し
不
自
然
で
あ
る
。
異
本
を
取
り
入
れ
た
た
め
と
思
わ
れ

る。

付
記

※
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
清
水
勝
先
生
の
教
一
不
を
仰
い
だ
と
こ

ろ
が
あ
る
。
清
水
先
生
は
本
年
度
で
御
退
職
と
な
ら
れ
る
。
記

し
て
御
高
恩
に
感
謝
し
た
い
。

※
本
研
究
の
一
部
は
平
成
十
八
年
度
志
皐
館
大
学
特
別
研
究
費
の

交
付
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
当
局
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。
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